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-20 oc またはー70 0c で保存された組織片を測定直前に解凍し l 5 % TCA 溶液で homogenize し，遠
沈後， 上清を Amberli te1 -R 120 (H + form l 100-200 mesh )をつめたカラム R. apply した。
6N ・ HCI でポリアミン分画を溶出したのち， dansyl 化してベンゼン層に抽出，薄層クロマトグラフ





1)勝脱癌全例での組織内 putr缶ci ne , spermi di ne , spermi ne 含量は， 正常勝脱粘膜のそれらに比
べ有意に高値を示し， spermi ne > spermidi ne > putresci ne の順に多かった。 しかし，癌組織と
正常粘膜の含量比は putrescine で最も高く 4.4 倍， spermine で 3.5倍， spermidine では 3.3倍であ
っ fこ。
2) 病理組織学的異型度 G 1 群の putrescine ， spermidine , spermine 含量は正常勝脱粘膜に比べ有
意に高値であった。 Gl群と G2 群の聞には三者につき有意差はなかったが， G 3 群の pu trescine, 
spermidine , spermine 含量および凹trescine /spermi di ne 比は， G 1 群:， G 2 群のそれらに比べ
有意に高値であった。
3) 病理組織学的深達度別には， pT 1 孟群よりも pT 1 く群で putresci ne , spermi ne 含量の値が有
意に高値であった。
4) 勝脱内再発群では，非再発群lζ比べ putrescine 含量ならびに putrescine / spermi di ne 比が有意
iζ高値であった。














に putrescine 含量および putrescine / spermidine 比が有意に高値を示すことが判明した。
以上は勝脱癌の予後の判定に生化学的指標を加えたものとして臨床的にも高く評価しうる。
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